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《 薬剤師による被災地支援レポート 》 

 
 

令令和和元元年年東東日日本本台台風風被被災災者者ののたためめ長長野野県県須須坂坂市市内内にに設設置置さされれたた 
避避難難所所ででのの地地域域薬薬剤剤師師会会のの支支援援活活動動 

 
山下徹也 1，松原重征 1，三澤貴美 1，古家友子 1，藤原佳枝 1，  

五月女圭佑 1，丸山里世子 1，関 正雄 2，大熊哲汪 1* 

 

Tetsuya Yamashita1, Shigeyuki Matsubara1, Takami Misawa1, Tomoko Furuya1,  

Yoshie Fujiwara1, Keisuke Soutome1, Riseko Maruyama1, Masao Seki2, Tetsuo Ohkuma1* 

 

須高薬剤師会は 2019 年 10 月～11 月の期間，令和元年東日本台風被災者のために開

設された避難所で支援活動を行った．この期間中，総勢 160 名が避難している施設でお

薬相談会を 3 回開催し，14 件の薬に関する相談をうけた．避難所での不眠に関する 1

件を除いて相談者が抱えていた問題は速やかに解決できた．また薬以外の相談内容も

あり，今後の生活設計や，避難所における生活上の問題についての相談も受け，可能な

限りの助言や行政の担当者への取次なども行った．避難者の抱えている様々な問題を

聞く，すなわち傾聴が大切でありこれにより心の重さが軽減されることも分かった．さ

らに避難所の環境測定も行い，良好な住環境を維持するためのアドバイスができた．一

般用医薬品や避難所の衛生管理に必要な物品の供給や感染症予防ワクチンの保管も行

った．避難所に駐在する保健師，看護師との情報交換に努め避難者の健康を維持するた

めの医療連携にも務めた． 
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11．．ははじじめめにに  

  
2019 年 10 月 12 日，猛烈な風雨を伴う台風 19

号が長野県に最接近し，翌 13 日にかけて千曲

川流域の広範囲の地域で甚大な水害が発生し

た．当薬剤師会のある須坂市においては千曲川

堤防を越えた濁流が流域の地域に流れ込み，住

宅や農地に深刻な被害が生じた．この時市内 14

か所に避難所が開設された．その 2 日後避難所

が 2 か所に統合され，合わせて 170 名余が長期

間避難を余儀なくされた．避難所の衛生管理に 
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は細心の注意がはらわれていたが，感染症の流

行期となることから須坂市によりインフルエ

ンザワクチンの接種も行われた．医療関係者の

医師，薬剤師，保健師，看護師がそれぞれの立

場で見守りに参加し，情報の共有にも努めた．

避難所で生活する方々は服用薬や健康に関し

ての問題のほかに様々な問題を抱えておられ

ることも明らかとなり，身近な相談員が必要と

されていることも分かった．本報告は避難所に

おいて地域薬剤師会が行った活動記録である． 

 
22．．被被災災地地支支援援のの内内容容  

  
今回の台風被害に対して地域薬剤師会はさ

まざまな支援をおこなった．その支援の内容を

以下に記載した． 

個人情報の入手および公表は「医療・介護関

係事業者における個人情報の適切な取り扱い

のためのガイダンス」1) 等に則り行われた． 

【長野県須坂市内における災害と避難所の概

略】2019 年 10 月 12 日午後，伊豆半島に上陸

後，東日本に記録的大雨をもたらした台風 19 号

（令和元年東日本台風ハギビスと名付けられ

た）は国内各地に甚大な被害をもたらした．千

曲川流域も各地で多大な被害を受け，特に長野

市では民家や農地をはじめ新幹線車両センタ

ーも水没した 2)．対岸の須坂市では千曲川堤防

を越えて市街地に流れ込んだ水があふれ，多く

の家屋，農地等が浸水し住民が避難した．避難

所は最初 14 ケ所設けられ，最大で 1835 名が避

難し，15 日には北部体育館とふれあいプラザの

2 か所に統合され 170 名余となった． 
10 月に入り須坂市における最低気温は 10 度

近くまで下がるようになったため，各避難所で

は暖房を利用した．（ 北部体育館：床面積 1440

ｍ2，エアコン，開放型灯油ストーブ，ふれあい

プラザ：床面積 140ｍ2，エアコン） 

1. 長野市内で水没した施設居住者の処方薬

調剤 
 

10 月 13 日 須高地区管内の病院より，長野市

内で被災した特別養護老人ホーム入所者の処

方薬が水没したため，新たな調剤の依頼が被害

のなかった須高地区の薬局にあった．当日は日

曜日であり，休日当番の 3 薬局で分担し，70 余

名分の調剤を行った．最長で午前 3 時までかか

った薬局もあったが，翌 14 日には全患者様の

もとに処方薬は届けられた．  

 
2. 避難所管理者である須坂市との連携（地域

薬剤師会の初動） 
 

10 月 14 日 須坂市健康づくり課より須高薬剤

師会に下記の支援依頼があった．詳細は後述す

るが，須高薬剤師会会長の指示で担当薬局が物

品の供給を行った． 

・オスバン S 等の消毒薬の提供 

・一般用医薬品，衛生材料等の提供 

10 月 16 日 避難所の環境測定を依頼された． 

 
3. お薬相談会（薬と医療について） 

 
10 月 23 日 須高薬剤師会として避難所でお薬

相談会を行うことを決定した． 

 

1）事前準備 関係団体との打ち合わせ 

10 月 24 日   長野県長野保健福祉事務所食品・

生活衛生課に相談し，「長野地域災害保健医療

調整会議」（HANA）と連携して進めることとし

た．午後 5 時からの HANA の会議に出席し，お

薬相談会を行う旨を伝えた．須坂市内に 2 ヶ所

ある避難所の運営は須坂市の対策本部が行っ

ているので，須坂市の担当者と相談し進めるこ

ととなった． 
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表 1 お薬相談会，開催日時と来訪された相談者数および当日の担当薬剤師数 
                                   

       実施日      時間     相談者数  参加薬剤師数 
                                   
1 回目 10 月 26 日（土） 15:00～18:00     6 名     4 名 

2 回目    27 日（日） 15:00～16:30      3 名＊    6 名 

3 回目 11 月 6 日（水） 19:00～22:00     5 名     6 名    
                                   

 

＊この日新たな相談はなかった．前日相談をうけた方 3 名は避難所で 
症状の変化等を聞くことができたため，3 名と記載した． 

 
 

10 月 25 日 須坂市役所，避難所担当の市民課

を訪問，須坂市北部体育館に 159 名の避難者が

収容されているので，まず北部体育館で翌日よ

りお薬相談会を行う事を決めた． 

 

2）お薬相談会の実施 

表 1 に示したとおり 3 回行った．相談会の時

間は避難者が自宅などの片づけから避難所に

帰ってきて，夜外部での入浴のために外出する

までの時間帯が好ましいと判断し，1 回目は 15

時から 18 時，2 回目は 15 時から 16 時 30 分ま

でとした． 3 回目は平日であったことと 1，2 回

目と異なる時間帯として 19 時から 22 時とした．

表 1 に 3 回行った相談会での相談件数と参加薬

剤師の人数を示した． 

 

3）相談事例のケース報告 

3 回行ったお薬相談会での事例を以下ケース

ごとに記載した． 

 

10 月 26 日 

事例 1  

Q．3 才小児（相談者：母親） 昨日風邪症状が

出て医療機関を受診．抗生剤の細粒（フロ

モックス）と咳止め等の散剤が処方された．

薬を飲もうとするが，吐いてしまって飲め

ていない．りんご味のクーを持っている． 

A．服薬ゼリーがあれば良いがこの避難所に用

意してないので，少量のクーと薬を混ぜて

すぐに飲ませるよう指導．この場合，時間

がたつと苦くなる可能性があるので混ぜ

てすぐに飲ませるよう指示． 

事例 2  

Q．女性 口唇ヘルペスが出てしまった．良い塗

り薬がほしい．口角部に病変を確認した． 

A．抗ウィルス剤の内服も必要と判断したため

受診勧奨した．土曜日の午後であったので，

受診可能な皮膚科をさがした．薬剤師が電

話で医師に避難所に患者がいることを伝え，

災害対応の受診ができるか確認．医師から

可能である旨の回答があり，薬剤師が車で

同行して受診．その後近隣の薬局で投薬を

受けて帰所した． 

事例 3  

Q．女性 喉が痛く赤くなっているとのことで

あった． 

A．薬剤師が持参した「イソジンうがい薬」を 

使うよう用法指導後，薬剤を提供した． 

事例 4  

Q．女性 本日避難所でインフルエンザの予防

接種を受けた．夕方になり注射部位が腫れ

て，痛みがでている． 

A．避難所に用意してあった市販の貼付剤を使

うよう指導． 
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事例 5  

Q．女性 OS-1 は 1 日 100mL までしか飲んで

はいけないのか． 

A．心疾患があるので医師から塩分制限を指示

されているようであった．したがって主治

医の指示に従うよう指導．100mL までとす

ること． 

事例 6  

Q．男性 服用中の薬が沢山あり，体調が悪く避

難所では良く眠れない．疲れをとるため，ド

リンク剤がほしいのでドラッグストアで相

談したが，薬剤師がいなかったので相談で

きなかった．（向精神薬多剤服用中） 

A．ノンカフェインのドリンク剤の服用を勧め

た．本患者に対しての薬剤師のコメント： 

母親がヘリコプターで救助されたこと，ま

た親戚に避難の同居を拒否されたことなど

により，ストレスを伴う避難所生活となっ

ている．その困難さを聞いて欲しかったと

判断した． 

 

10 月 27 日 

この日は新たな相談はなく，前日相談を受け

た患者の経過の聞き取りを行った．必要に応じ

それぞれにあった指導を行った． 

26 日の事例 1 の患者 

 りんご味のクーを使った結果，薬を飲める

ようになり，風邪症状は改善してきた． 

26 日の事例 2 の患者 

 口唇ヘルペスの症状は内服と軟膏塗布に

より，改善してきている． 

26 日の事例 6 の患者  

 避難所常駐看護師にこの患者の問題点を

報告した．看護師はこの患者の問題点を把

握していて，医療機関との連携で医療施設

へ移動した旨の報告を受けた． 

 

看護師との情報共有 

避難所に常駐している看護協会派遣の看護

師 2 名（夜 10 時まで）と昨日受けた 6 件の

相談についての情報共有が必要と考え，すべ

てを報告し，各症例について討論した． 

 

11 月 6 日 

事例 1    

Q． 女性 4 日前から喉が痛く，咳も出ている． 

A．避難所に用意してあった，市販薬「パイロ

ン PL 錠」を 1 回 2 錠 1 日 3 回毎食後服用

するよう指示した．さらに薬剤師が持参し

た「イソジンうがい薬」を使うよう用法指

導後，提供した． 

事例 2   

Q．看護師からの相談： 58 才男性 血圧が高

かったので受診勧奨し，カンデサルタン錠

を服用している．しかし収縮期血圧が 160

～190 ある．再受診を勧めるが聞き入れて

くれない．脳内出血の既往もあるので薬剤

師からも説得して欲しい． 

A．本人に面会し事情を良く聞いた．10 月 21

日に受診しカンデサルタン 8mg 1 錠 35 日

分が処方された．毎日服用していると言う

が，11 月 6 日現在の残薬が 2 1 錠あった．

この間 2 日ほど飲まなかった日があったと

推定されるが，カンデサルタン錠の効果も

十分とは考えられなかった．薬剤師が粘り

強く説得し，再度受診することになった． 

事例 3   

Q．女性 避難所に来てから血圧が上がり 200

もあった．受診しアムロジピン 5mg 1 錠，

ナトリックス 1mg 1 錠が処方された．その

後毎朝飲んでいるが，今日飲み忘れたので

どうしたら良いでしょう． 

A． 血圧手帳の記録を見ると 10月 19 日：180/118，

11 月 6 日：117/70 であった．最近は良い状態

30

山下ら；避難所での地域薬剤師会の支援活動



日本地域薬局薬学会誌 Vol.9, No.1, 27-35 (2021) 

31 
 

が続いていることを確認した．現在午後 8 時

になっているので，今日は飲まないで，あす

朝から毎日服用するよう指導した． 

事例 4  

Q．男性 六君子湯を服用しているが，今朝め

まいがしたので止めようと思った．しかし

その後めまいがおさまったので，また飲ん

でいる．このまま服用を続けてよいか． 

A．続けて良いと返答した． 

事例 5  

Q．男性 災害のとき医療費は無料になるのか． 

A．今回の災害で，床上以上の浸水にみまわれた

方は基本的には自己負担なしで受診できる

ので，医療機関に相談するよう指導した． 

事例 6  

Q．女性 夫の腰痛がひどくなり受診して貼り

薬と飲み薬をもらった．まだ 1 日目で，す

ごく効いているわけではないようだ． 

A．ぎっくり腰といわれているようである．薬

品名は不明であるがロキソプロフェンの

内服とパップ剤と思われ，話を良く聞くと

多少は効いているようであった．腎機能低

下や喘息，副作用歴はないようである．以

上により医師の処方日数通り，服薬と貼付

を続け経過をみるように指示．もし悪化す

るようなら早めに相談・受診するよう回答

した． 

看護師との情報共有 

本日受けた相談を常駐看護師に報告した． 

また看護師より，この避難所には血圧の高い

方がとても多くいるとの報告があった．  

 

4. お薬相談会（薬や医療以外の相談） 

 

薬剤師が避難所をまわり，こちらから声掛け

を行い，避難所におられる方たちから相談を受 

 

けた．また移動手段のない相談者の受診に同行

している際にも生活上の相談があった．それら

の事例を以下に列記した． 

事例 1  

Q．（口唇ヘルペスで，受診に薬剤師同行の際）

自身の避難所からの転居先について，長野

県の担当者から連絡が来ることになって

いる．対応ができるか不安なので，県の担

当者からの連絡を代わりに受けてほしい． 

A．薬剤師が県の担当者からの連絡を代わりに

受け，患者さまに伝える等の仲介を行った． 

事例 2  

Q．避難所生活での不安があり，この気持ちを

薬剤師に訴えた． 

A．薬剤師はこの方の訴えを避難所駐在の行政

担当者並びに保健師に伝えた． 

事例 3  

Q．心配事はあるが避難所での不満などはない．

心配事について今じたばたしてもしかた

ないという心構えが良いとだろうと認識

している（傾聴）． 

事例 4  

Q． 被災の状況や現在の家族・自分の状況，今

後どうしていくかなどについての考えを

聞いた．話を聞いてもらえたので自分の考

え方の整理につながったと感謝された（傾

聴）． 

事例 5  

Q．（あまり悲壮感なくゲームをしながら）楽に

死なれる薬を用意してもらうことはでき

るか？ 

A．難しい．死にたくならないように対応して

いるのでこのまま話を伺うか，仕事や金銭

等の問題があれば相談できると返答した． 

Q．その必要があれば自分で担当者に相談する

ことにする． 
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表 2   避難所における各種環境測定結果（CO2 濃度（ppm）および館内気温） 
 

北部体育館（床面積 1440m2） 
                                         
  日時     CO2濃度（ppm）気温℃   在室者数＊/避難者数  
                                         
 第 1 回目 10 月 16 日（水）18:00  300  24  90/157 

 第 2 回目 10 月 17 日（木）10:00  500  23.5  40/159        
                                         

 
ふれあいプラザ（床面積 140m2） 

           
        日時     CO2 濃度（ppm）気温℃   在室者数＊/避難者数  
                                         
 第 1 回目 10 月 16 日（水）18:40  1300  23     5/17 

 第 2 回目 10 月 17 日（木）10:45   500  23     4/12   
                                         

 

＊測定時の在室者数 
 
 

5. 避難所環境測定 

10 月 16 日に須坂市役所健康づくり課から避

難所 2 ヶ所の炭酸ガス測定の依頼を受け，16

日と翌 17 日の 2 回にわたり環境衛生検査を実

施した．項目は二酸化炭素（CO2と略）と一酸

化炭素（CO と略）の 2 項目を行った． 

結果は表 2 に示すように，CO2では学校衛生

基準での基準値 1500 ppm 以下で，2 避難所と

もに特別な問題はないと判断した．しかしふれ

あいプラザでは 1300 ppm と基準値に近い値も

測定されていたので，施設担当者に定期的な換

気を依頼した．また避難所が閉鎖されるまでさ

らに 2 回測定したが異常値は認められなかっ

た． 

また CO 測定を 2 避難所でおこなったが，い

ずれにおいても検出限界以下であった．  

 

6. 一般用医薬品の備蓄と避難者の健康管理 

この度の災害で，須坂市内の医療機関の被災

はなかった．したがって避難者が健康を害した

場合は基本的には医療機関を受診してもらう

こととされていた．このため避難所における一

般用医薬品の備蓄は最小限にするとの方針で

あった（須坂市保健師）．これらの医薬品は避難

者の申し出により，薬剤師がいればその判断で，

いない場合は看護師あるいは常駐する市の担

当者の判断で患者に渡された．備蓄医薬品（1 部

衛生材料も含む）を表 3 に示した． 

 

表 3  避難所（北部体育館）に用意された 

各種備蓄医薬品および衛生材料等 
                      
  備蓄医薬品      消毒薬等        
                      
赤玉はら薬      オスバン S 
正露丸        ハイパジール消毒液 
ストッパ（下痢止め） 消毒用エタノール 
マグミット錠     手指消毒液サニテート A 
センノシド錠     次亜塩素酸ナトリウム 
ルル A ゴールド S 
パイロン PL 顆粒    お部屋の消臭剤 
パイロン PL 錠      お部屋のすっきり無香料 
SP トローチ      エールズ（介護用消臭剤） 
バンテリンミニパット            
ドルマイシン軟膏     トイレ・洗面所の衛生用品 
セロナ QT 軟膏      ハンドソープ 
ワセリン       イソジンうがい液 
温、冷シップ      新コルゲンコーワうがい液 
冷却シート                 
キズパワーパッド              
救急ばんそうこう              
マキロン S                    
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7. ワクチンの保管 

須坂市が避難所に滞在している避難者に対

してインフルエンザワクチンを接種した． 

10 月 25 日に卸業者からワクチンが納入され

翌日に使用されたので，その間の保管を保険薬

局に依頼された．ワクチンの保管にあたっての

薬機法的問題につき長野県保健福祉事務所に

相談した．その結果，須坂市から「医薬品冷所

保管庫 一部分借用書」を当該保険薬局に提出

してもらえばよいとのことであったのでその

指示に従い保管し，予定通りワクチン接種が行

われた． 

 

3．．考考  察察 
 
近年自然災害が多発するようになり，その規

模も想定を越えるようになってきた．被災地や

避難所で医療支援を行う薬剤師も増え，災害現

場でも医療連携に参画している 3～5)．2019 年

10 月 12 日伊豆半島に上陸した令和元年東日本

台風は国内各地に大きな被害をもたらした．須

高薬剤師会管内の長野県須坂市相之島地区で

は千曲川の堤防を越えた水が氾濫し多くの避

難者を生んだ．災害発生当日は休日当番薬局が

それぞれの立場で多くの被災者の処方薬の調

剤を担当した．また発生翌日から行政機関等と

須高薬剤師会の連携がはじまり，避難所の衛生

管理に必要な消毒薬と一般用医薬品の供給を

行った． 

災害発生 4 日目に須坂市の担当部署からの

依頼もあり避難所の環境測定を行った．避難所

となった市営体育館の暖房は本来設置されて

いる設備では不十分であり，開放型灯油ストー

ブが追加設置されていた．こちらの体育館の

CO2 濃度は調査した 4 回の測定でいずれも環

境基準値以下であった．しかしもう一か所の狭

い避難所（ふれあいプラザ）では灯油ストーブ

を使っていなかったが基準値に近い値（1300 

ppm）も観測され，運営担当者にこまめな換気

をお願いした．薬剤師が環境測定のため避難所

に入り避難者の方たちと接触して感じたこと

は，この時期は被災直後であったため，避難所

で生活せざるを得なくなった方々は，まず今日

明日の生活をどうしていくかで精いっぱいで

あり，自分の健康や薬のことを考える段階では

ないように感じられた． 

私たちは災害発生 2 週間後の 26 日に避難所

でお薬相談会を開くことを決めた．この時期は

避難者の方々も少しは落ち着きを取り戻され，

自身の健康についても考えられるようになっ

た時期とも考えられた．相談会の実施にあたり，

避難所を運営する須坂市の担当部署と当該地

域を所管する保健所に連絡し，お薬相談会を行

いたい旨を伝えた．市からはぜひ実施してほし

い旨の意向が伝えられ，保健所からは長野地域

災害保健医療調整会議（HANA）があり医療ボ

ランティアと関係各機関が連携して救援活動

をしているのでその会議に出席し，薬剤師会も

連携していくことを提案された．その日の会議

に出席し須坂市内の避難所でお薬相談会をす

ることが周知され，具体的には須坂市の担当部

署と打ち合わせて行うこととなった．ここで

HANA の活動について簡単に述べる．令和元

年東日本台風の被害は千曲川西岸の長野市穂

保地区などで特に大きく，長野市内 13 ヶ所に

避難所が設けられた．国内各地から医療，福祉，

介護等の関係 10 団体以上の方々が長野市に集

まり，各職種のメンバーが避難所や被災家庭を

まわり，連日献身的な救援活動が行われていた．

その活動が効率よく，かつ取りこぼしなく行わ

れるよう，朝と夕の 2 回（各 15～30 分間程度）

各団体間の連絡および業務調整会議が持たれ

ていた． 

お薬相談会の日程が避難所に掲示され，避難
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者の方々に伝えられた．薬剤師会会員にも周知

されボランティアによる担当者が決められた．

相談会を行って感じたことは，避難しておられ

る方々は生活上の様々な問題を抱えておられ，

解決にむけての支援も必要であった．さらに特

記したいのはそれらの問題を聞くこと，傾聴す

ることがとても大切であることが分かった．傾

聴により問題解決に至らなくても，薬剤師に話

を聞いてもらって自分の考え方の整理につな

がったとの評価もあった．避難所での生活はス

トレスが多く，精神的に負荷がかかるものとな

り，このために健康を害した方々もいた．さら

に精神疾患を抱える人にとってはさらに過酷

なものと考えられた．1 名の患者で薬剤師も相

談を受けたが，看護師の判断により，速やかに

入院措置になったことは良い取り計らいであ

った． 

薬剤師が行ったお薬相談の事例すべてを毎

回常駐看護師に報告し，避難所での医療連携に

つとめた．看護協会から派遣された看護師は毎

日午後 10 時まで，避難者の健康管理に当たっ

ており，昼間の自宅の片づけでのけがの手当や

様々な相談があるとのことであった．特に看護

師の印象としてこの時期は最低気温が 10℃ほ

どになるため，血圧の高い方が目立つとのこと

であった．特に看護師から相談された例では，

受診勧奨の結果ようやく降圧剤を飲むように

なったものの効果不十分の方がいて頭を痛め

ておられた．この方は脳卒中の既往があるので

再度受診を進めているが，言うことを聞いてく

れないので薬剤師からも説得してほしいと依

頼された．担当薬剤師が丁寧に説得に努め受診

することになったが，医療機関に問い合わせる

と速やかな受診はなかった．避難している方の

中には重篤な症状の方もおられ，避難所におい

ても医療連携は重要であり，重症患者の丁寧な

見守りが必要である． 

避難所においては大勢の人が集団で生活す

ることと，今回の災害はインフルエンザなどの

呼吸器感染症がはじまる時期とも重なってい

たため，避難者に対してインフルエンザワクチ

ンの接種が行われた．ワクチンの購入者である

須坂市からワクチンの一時保管を依頼された

ため，所管保健福祉事務所に指導を仰いだ．そ

の結果，須坂市が保険薬局の保冷庫の一部を借

りる契約を結ぶことが好ましいということで

「医薬品冷所保管庫一部分借用書」を須坂市担

当部者から保険薬局に提出してもらい，その書

面に薬品等についての責任は須坂市側にある

との文言を入れるとのことで問題解決した．ま

た消化器感染症に対しても市の特別な配慮が

うかがえた．つまりトイレや洗面所等の衛生管

理には特別な配慮がなされていて，手洗いとう

がいなどの励行を促す張り紙が掲示され，消毒

薬の設置と用法も記されていた 6)． 

最後に一般用医薬品について述べる．今回の

災害では，須坂市内の医療機関の被災はなかっ

た．したがって市の保健担当者の基本的考え方

は．避難者が健康不調を訴えた場合は医療機関

の受診を優先することで，一般用医薬品の使用

は 2 次的と考えられていた．しかし頻度は多く

ないものの一般用医薬品の使用はあった．今回

どのような医薬品が使われたかを知りたいと

思ったが残念ながらその専用の記録がなく，使

用薬品の詳細を知ることはできなかった． 

今回我々地域薬剤師会は，台風被災者避難所

においてお薬相談をはじめ薬剤師職能が発揮

できる支援を行った．避難所に入った薬剤師に

は，避難者の方たちが「あのね私・・・」と言

って相談を容易にできる態度や優しさが必要

であり，傾聴の態度が特に大切であると感じた

ことを記して稿を終わりたい．  
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